
※裏
う ら め ん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
し ょ う か い

介 !!

レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
つりぎょう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド 清
せいりゅう

流、湖
こしょう

沼、港
こうわんづ

湾釣り用
よう

万
ばんのう

能振
ふ

り出
だ

し竿
ざお

ウミタナゴ、サヨリ、イワナ＆ヤマメ  バージョン安心あん

しん

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

セット＆清
せいりゅう

流、渓
けいりゅうづ

流釣り用
よう

軽
けいりょうこつ

量小継ぎ渓
けいりゅう

流

ウミタナゴ
仕し

か掛
け

ウミタナゴ

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑

ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

10号
ごうぜんご

前後の大
おお

きさを使
つか

います。通
つうじょう

常は
10個

こ

くらい入
はい

ったパック売
う

りです。

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

ウミタナゴ、サヨリには…

ハリス0.6 ～ 0.8号
ごう

で
袖
そで

バリの４～６号
ごう

を使
つか

うのが一
いっぱんてき

般的です。ひ
と つ に10本

ほんていど

程 度 の
仕

しか

掛けが入
はい

っているの
で、1度

どこうにゅう

購入すれば２、
３度

どちょうこう

釣行できます。

仕
しか

掛け
（ハリス付

つ

きのハリ）

１、2種
しゅるい

類

定
ていばん

番のイクラとブドウ虫
むし

。濁
にご

り水
みず

で
威

いりょく

力を発
はっき

揮するのがミミズです。

エサ イクラ　ブドウ虫
むし

、ミ
ミズなどを１パック

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングを
マスターして快

かいてき

適な釣
つ

りを！

1 2
3

4 5 6

7

ラインをふたつ折
おり

にします。 二
にじゅう

重になったライン
で輪

わ

を作
つく

ります。 

ラインがクロ
スする部

ぶぶん

分を
左
ひだりて

手の親
おやゆび

指と
人
ひとざ

差し指
ゆび

でつ
かみます。 

輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手
の人

ひとざ

差し指
ゆび

を
入
い

れて１回
かいてん

転
させます。

③のあの部
ぶぶん

分の
輪
わ

に通
とお

します。 

あに通
とお

したラインを引
いん

っ
張
は

って締
し

めこめば、８の
字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

あ

3 シモリウキをセット

① 道
みちいと

糸で８の字
じ む す

結びを作
つく

る

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ 取
と

りはずしを楽
らく

にするために結
むす

びをふた
つ作

つく

り、ふたつ目
め

でできた輪
わ

にヨリモド
シを結

むす

びましょう。ひとつ目
め

の輪
わ

を引
ひ

け
ば、取

と

りはずしが簡
かんたん

単にできます。【釣
つりぐ

具のセッティング】 1〜4の順
じゅん

でセットしよう

1
仕し
か掛
け

1
3

4

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

仕
しか

掛けが自
しぜん

然な形
かたち

で水
すいめん

面から水
すいちゅう

中に入
はい

るシモリウキは、魚
さかな

も警
けいかいしん

戒心
なくエサを捕

ほしょく

食します。ポピュラーなセット方
ほう

は、ヨウジを差
さ

し込
こ

ん
で止

と

める方
ほうほう

法で、道
みちいと

糸を１周
しゅうとお

通して止
と

める方
ほうほう

法もあります。
ちなみに最

さいしょ

初にセットする位
いち

置は、ヨリモドシの50 ～ 60㎝上
うえ

で、
そこからタナを探

さぐ

り始
はじ

めます。

ロッドの先
せんたん

端にあるキャップを外
はず

し、竿
さおじり

尻を持
も

ち上
あ

げるようにし
て穂

ほさき

先から出
だ

します。穂
ほさき

先は柔
やわ

らかくデリケートな構
こうぞう

造になって
いるので、必

かなら

ずまっすぐ引
ひ

き出
だ

しましょう。
節
ふし

と節
ふし

の継
つ

ぎ目
め

は軽
かる

くひねって引
ひ

きながらしっかり止
と

めます。

ロッドを伸
の

ばすときは…

元
もとざお

竿の方
かた

から順
じゅん

に、節
ふし

と節
ふし

をひねって入
い

れていき、
最
さいご

後にキャップを閉
し

めます。 

ロッドをしまう場
ばあい

合は…

1 8の字
じむす

結びで作
つく

った輪
わ

の中
なか

に、道
みちいと

糸の
本
ほんせん

線を通
とお

し、イラストのように穂
ほさき

先に
付
つ

いているリリアンを入
い

れます。

2
リリアンの先

せんたん

端を持
も

ち、本
ほんせん

線を下
した

に
引
ひ

くと結
むす

べます。道
みちいと

糸を外
はず

す時
とき

は、
箱
はこが

掛けと同
おな

じです。

直
ちょくせつ

接ラインにはさんでもかまいませんが、ラインを保
ほご

護するためにティッシュを
巻
ま

き付
つ

けることをオススメします。なお、通
つうじょう

常はヨリモドシの上
うえ

にセットします。

まず、こちら
を引

ひ

っ張
ぱ

り絞
し

めます。

「 フ ィ ー ル ド プ ラ イ
ヤー」や「エサ箱

ばこ

」など
は、『ゴールドマニュア
ルブック』の25ページ
～を参

さんこう

考にしよう。

その他
た

あると便
べんり

利グッズ

イワナ＆ヤマメには…

道
みちいと

糸 ナイロンラインの1 ～ 1.5号
ごう

シモリウキ ５つ程
ていど

度

しなやかで伸
の

びがあるナイロンラインを使
つか

います。

視
しにんせい

認性が高
たか

い、赤
あか

、黄
きいろ

色、オレンジな
どを選

えら

び、パチンコ玉
たま

からビー玉
たま

く
らいの大

おお

きさで揃
そろ

えましょう。

ガン玉
だま

セット１つ

ウキの浮
ふりょくちょうせい

力調整や潮
しお

の早
はや

さなどで号
ごうすう

数を変
か

えます。
３Ｂ～２号

ごうていど

程度までが入
はい

ったセットを購
こうにゅう

入して、さ
まざまに対

たいおう

応できるようにしましょう。

ヨリモドシ ２～３個
こ

これで1日
ひたの

楽しめ
ます。小

ちい

さめのオキ
アミでもOKです。

エサ 大
おおつぶ

粒アカアミ1パック

集
しゅうぎょよう

魚 用 の コ マ
セ を 使

つか

っ て、
効

こうりつよ

率 良 く 仕
しと

留
め る の が 基

きほん

本
となります。

コマセ（マキエサ）

アミエビ１ブロックに、
メジナ用

よう

の配
はいごう

合エサ

道
みちいと

糸からハリ、そして
目

めじるしつ

印付きの完
かんぜんじか

全仕掛け
が便

べんり

利です。道
みちいと

糸の太
ふと

さ
は、0.1号

ごう

～ 0.3号
ごう

ま
でを用

ようい

意して、釣
つ

れる魚
さかな

の大
おお

きさで使
つか

い分
わ

けま
しょう。根

ねが

掛かりで切
き

れ
ることがあるので、３～
４個

こ

は準
じゅんび

備です。

仕
しか

掛け ２～３種
しゅるい

類

ガン玉
だま

セット１つ

川
かわ

の流
なが

れの速
そくど

度や深
ふか

さなどで重
おも

さを変
か

えます。そ
れぞれに対

たいおう

応できるよう３Ｂ～２号
ごうていど

程度までが
入
はい

ったセットを購
こうにゅう

入しましょう。

川
かわぞこ

底はもちろん、目
めじるし

印のウ
キも見

み

やすくなる偏
へんこう

光タイ
プを用

ようい

意しよう。

偏
へんこう

光サングラス １つ

ブドウ虫
むし

イクラ

ヤマメ

基
きほんてき

本的に、振
ふ

り出
だ

し、小
こつな

継ぎとも、ロッドをつなぎ、仕
しか

掛けを穂
ほさき

先に結
むす

ぶだけです。
なお、穂

ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）はデリケートなので、やさしく扱
あつか

いましょう！

振
ふ

り出
だ

し竿
ざお

2 穂
ほさき

先に道
みちいと

糸または仕
しか

掛けの先
せんたん

端を結
むす

ぶ　　 ② 振
ふ

り出
だ

し竿
ざお

や継
つ

ぎ竿
ざお

の穂
ほ さ き

先にある
　 リリアンにチチ輪

わ

で結
むす

ぶ

4 ヨリモドシに道
みちいと

糸、仕
しか

掛けを結
むす

ぶ

◆最
さ い ご

後にガン玉
だ ま

を付
つ

ける

2

仕し
か掛
け

2

次
つぎ

にラインを引
ひ

いて結
むす

び目
め

をヨリモド
シまで移

いどう

動させ、しっかり止
と

めます。

切
き

ります クリップを押
お

し開
ひら

きます



　ここでは、安
あんてい

定した軌
きどう

道
で仕

しか

掛けが前
ぜんぽう

方に進
すす

む、“送
おく

り込
こ

み”を紹
しょうかい

介します。仕
しか

掛
けを狙

ねら

った場
ばしょ

所に落
お

としや
すい万

ばんのうざお

能竿の基
きほん

本となりま
すので、しっかりマスター
しましょう。
　なお、投

とうにゅうじ

入時は、周
まわ

りに人
ひと

がいないことを確
かくにん

認。安
あんぜん

全
に行

おこな

いましょう！

流
なが

れの底
そこ

をオモリで
トレースして
エサを漂

ただよ

わす!!

　好
こうきしんおうせい

奇心旺盛ながら、警
けいかいしん

戒心が実
じつ

に強
つよ

い。足
あしおと

音が聞
き

こえるだけで姿
すがた

を隠
かく

してしまうの
が、管

かんりづ

理釣り場
ば

とは違
ちが

う自
しぜんかい

然界のイワナやヤマメです。ポイントに近
ちかづ

付く時
とき

は、忍
にんじゃ

者の
ように気

けはい

配を消
け

して、影
かげ

が水
すいめん

面に映
うつ

らないよう工
くふう

夫して寄
よ

りましょう。
　この魚

さかな

たちを攻
こうりゃく

略するには、川
かわぞこ

底を中
ちゅうしん

心に攻
せ

めるのが
イチバンです。ガン玉

だま

を底
そこ

に転
ころ

がすイメージで、ポイント
の上

じょうりゅうがわ

流側からエサを流
なが

せば、一
いっぱつ

発で食
く

いついてきます。な
お、相

あいて

手が臆
おくびょう

病なだけに、細
ほそ

い糸
いと

を使
つか

うほど有
ゆうり

利となりま
す。下

かりゅう

流から上
じょうりゅう

流に釣
つ

り歩
ある

くスタイルでポイントをひと
つずつチェックしましょう!!

★釣
つ

り方
かた

のコツ：ウミタナゴ、サヨリ編
へん

★釣
つ

り方
かた

のコツ：イワナ、ヤマメ編
へん

海
かいそうるい

藻類が多
おお

い岩
がんしょうたい

礁帯に群
む

れをなすウミタナゴ。回
かいゆうぎょ

遊魚
のサヨリ。いずれも潮

しお

が通
とお

る堤
ていぼう

防の先
せんたん

端がベストポイ
ントで、地

ちけい

形に変
へんか

化がある場
ばしょ

所も狙
ねら

い目
め

となります。

★ポイントはココ

コマセで魚
さかな

を寄
よ

せて確
かくにん

認！
ウキ下

した

を浅
あさ

くして手
てがえ

返し良
よ

く勝
しょうぶ

負!! 

●送
おく

り込
こ

みで仕
しか

掛けをポイントへ入
い

れましょう

　ウミタナゴはコマセに良
よ

く反
はんのう

応するので、まずはコマセを使
つか

って魚
さかな

を寄
よ

せましょう。魚
さかな

が水
すいめんか

面下に見
み

えだしたら、仕
しか

掛けの投
とうにゅう

入です。ウキ下
した

１ｍ
前
ぜんご

後の浅
あさ

ダナから探
さぐ

り出
だ

すのがセオリー。イラストのように、付
つ

けエサの
位
いち

置でコマセが拡
かくさん

散するよう、潮
しお

の流
なが

れを考
こうりょ

慮して潮
しおがみ

上にコマセを打
う

ちま
す。そして徐

じょじょ

々にタナを上
あ

げて手
てがえ

返し良
よ

く釣
つ

り続
つづ

けましょう。
　ちなみに、魚

さかな

がいない場
ばあい

合は移
いどう

動して、効
こうりつよ

率良く釣
つ

りを進
すす

めましょう。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!

　レンタル釣
つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、元
もとどお

通りに
梱
こんぽう

包しましょう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

けたり、壊
こわ

してしまっ
た場

ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…
バッド部

ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して行
い

きま
す。ジョイント部

ぶ

がキツク締
し

まっている場
ば

合
あい

は、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分を持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るよ
うにネジりながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さないこと。
穂
ほさき

先が折
お

れるので要
ようちゅうい

注意です！

シモリウキの浮
ふりょくちょうせい

力調整とアタリ

！
1

2 3

4

イ ラ ス ト の よ う
に、利

き

き手
て

でロッ
ドを持

も

ち、反
はんたい

対の
手

て

でハリ上
うえ

を持
も

ち
ます。穂

ほさき

先が曲
ま

が
る程

ていど

度に仕
しか

掛けを
つかみますます。

竿
さおさき

先が水
すいめん

面と平
へいこう

行に
なるように構

かま

えたら、
仕

しか

掛けを放
はな

します。

竿
さお

の反
はんぱつりょく

発力を使
つか

いつつ、腕
うで

を伸
の

ば
して穂

ほさき

先を持
も

ち上
あ

げ、前
ぜんぽう

方に仕
しか

掛
けを送

おく

りだします。ハリが水
すいめん

面に
着

つ

かないよう注
ちゅうい

意しましょう。

仕
しか

掛けを落
お

としたい場
ばしょ

所の直
ちょくぜん

前で、軽
かる

く穂
ほさき

先を跳
は

ね上
あ

げ、元
もと

に戻
もど

すと、ハリがウキの前
まえ

にでます。こ
れを利

りよう

用して糸
いとがら

絡みを防
ふせ

ぎながら着
ちゃくすい

水させます。

着
ちゃくすい

水イメージ

潮
しお

1m前
ぜんご

後

エサのつけ方
かた

ハリのフトコロにそって、丸
まる

め
るようにチモトまで刺

さ

し込
こ

みま
す。また小

ちい

さめのオキアミを
使
つか

っても問
もんだい

題ありません。

アミエビ１ブロックに、
メジナ用

よう

の配
はいごう

合エサを
半
はんぶくろい

袋入れ、海
かいすい

水を入
い

れて
混
ま

ぜます。
杓
ひしゃくばな

離れを考
かんが

え水
すいぶんちょうせい

分調整
しましょう。

コマセは…

流
りゅうしん

心

流れ

流
なが

れ

ハリ先
さき

を隠
かく

すよう
に２～３個

こ

をハリ
に刺

さ

します。
お尻

しり

から刺
さ

して、ハリ先
さき

を少
すこ

し出
だ

します。

通
とお

し刺
さ

すのが
基

きほん

本。濁
にご

り水
みず

の時
とき

は超
ちょう

効
こうか

果
的
てき

です。
ブドウ虫

むし
イクラ

ミミズ

仕し
か掛
け
の
投と

う
に
ゅ
う入

イワナは、大
おおいわ

岩の影
かげ

や流
なが

れの巻
ま

き返
かえ

しなどに潜
ひそ

み、流
なが

されてくるエ
サを見

み

つけると流
なが

れの中
なか

に出
で

てきます。一
いっぽう

方ヤマメは、速
はや

い流
なが

れへ
の対

たいおうりょく

応力があるので、エサを正
しょうめん

面から待
ま

ち受
う

けて食
く

ってきます。

★ポイントはココ

道
みちいと

糸にシモリウキを７～８㎝間
かんかく

隔で４～５個
こ

セット。
すべてのウキの浮

ふりょく

力より、オモリを多
たしょうおも

少重めに付
つ

ける
のがポイントで、水

すいめん

面にウキが２～３個
こ

ほど浮
う

いてい
るように調

ちょうせい

整します。
アタリは、ウキ同

どうし

士の間
かんかく

隔の変
へんか

化を捕
とら

えます。ウキがブ
レたり、浮

ふじょう

上したら、すかさずアワセを入
い

れて、バッチ
リ仕

しと

留めましょう。

川
かわ

の流
りゅうしん

芯と弱
よわ

く流
なが

れ
る境

さかいめふきん

目付近の筋
すじ

で魚
さかな

は良
よ

くエサを捕
ほしょく

食し
ます。まずは流

りゅうしん

芯の
キワから攻

せ

めましょ
う。なお、その場

ばしょ

所に
底
そこいわ

岩があれば、さら
に好

よしみ

ポイント。大
おおがた

型
の魚

さかな

が隠
かく

れている
確
かくりつ

率が高
たか

いので入
にゅうねん

念
に探

さぐ

りましょう。

速
はや

い流
なが

れのワキから攻
せ

めよう!!

エサ＆エサ付
つ

け

目
めじるし

印をよくチェック
手

てくび

首を返
かえ

して素
すばや

早くアワセる

※イワナやヤマメが釣
つ

れる渓
けいりゅう

流には、入
にゅうぎょりょうせいど

漁料制度と禁
きんりょうきかん

漁期間（一
いっぱんてき

般的に10 ～ 2月
がつ

）があります。
　釣

ちょうこう

行する場
ばあい

合は、その川
かわ

がある市
しちょうそん

町村や漁
ぎょきょう

協に確
かくにん

認して、ルールを守
まも

りましょう。

アタリは目
めじるし

印のブレでわかり
ます。大

おお

きく引
ひ

き込
こ

まれるのは
もちろん、一

いっしゅん

瞬、上
うえ

に上
あ

がるな
ど不

ふしぜん

自然な動
うご

きを見
み

せたら食
く

いついた証
しょうこ

拠。手
てくび

首を素
すばや

早く返
かえ

して即
そく

アワセましょう。


